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1. 平成30年8月期第3四半期の連結業績（平成29年9月1日～平成30年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年8月期第3四半期 6,479 22.8 1,541 37.8 1,548 35.3 1,076 24.1

29年8月期第3四半期 5,274 35.8 1,118 535.6 1,144 551.9 867 697.3

（注）包括利益 30年8月期第3四半期　　1,045百万円 （18.3％） 29年8月期第3四半期　　883百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年8月期第3四半期 125.43 ―

29年8月期第3四半期 101.09 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年8月期第3四半期 9,162 4,975 54.2 578.19

29年8月期 7,753 3,990 51.4 463.81

（参考）自己資本 30年8月期第3四半期 4,963百万円 29年8月期 3,981百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年8月期 ― 2.00 ― 4.00 6.00

30年8月期 ― 3.00 ―

30年8月期（予想） 3.00 6.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 8月期の連結業績予想（平成29年 9月 1日～平成30年 8月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,600 19.1 1,690 13.7 1,710 13.1 1,170 3.0 136.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 有

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年8月期3Q 8,586,000 株 29年8月期 8,586,000 株

② 期末自己株式数 30年8月期3Q 2,040 株 29年8月期 2,040 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年8月期3Q 8,583,960 株 29年8月期3Q 8,583,995 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不安定要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等
により、上記予想数値と異なる場合があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や個人消費の改善により緩やかな回復基調で推移い

たしました。

 世界経済におきましては、米国や欧州の経済は堅調に推移いたしましたが、政治経済情勢の不安定さや地政学リ

スク等への懸念から、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

 このような経済環境のもと、半導体・液晶関連事業（当社等）におきましては、スマートフォン等の設備投資計

画の見直しによる影響があったものの、フラッシュメモリーの増産及びIoT機器の普及等による旺盛なメモリー需

要及び用途の拡大により、半導体関連の設備投資は好調に推移いたしました。

 研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ）におきましては、官公庁における新規案件が減少する中、シリコンウエハの

生産能力増強の投資計画が発表され、受注獲得に注力いたしました。

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高6,479,529千円（前年同期比22.8％増

加）、営業利益1,541,507千円（前年同期比37.8％増加）、経常利益1,548,031千円（前年同期比35.3％増加）、親

会社株主に帰属する四半期純利益1,076,649千円（前年同期比24.1％増加）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 半導体・液晶関連事業（当社等）におきましては、売上高5,721,372千円（前年同期比22.2％増加）、営業利

益1,499,567千円（前年同期比25.1％増加）となりました。

 研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ）におきましては、売上高758,157千円（前年同期比27.7％増加）、営業利益

42,295千円（前年同期は営業損失79,186千円）となりました。

 

当第３四半期連結累計期間の業績は、次のとおりであります。

単位：千円

項目
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年９月１日
至 平成29年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年９月１日
至 平成30年５月31日）

売上高 5,274,714 6,479,529 

売上総利益 2,235,986 2,838,675 

営業利益 1,118,993 1,541,507

経常利益 1,144,049 1,548,031

親会社株主に帰属する四半期純利益 867,738 1,076,649

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

単位：千円

項目

前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年９月１日
至 平成29年５月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年９月１日
至 平成30年５月31日）

売上高 営業利益 売上高 営業利益

半導体・液晶関連事業（当社等） 4,681,068 1,198,619 5,721,372 1,499,567 

研究機関・大学関連事業（ＩＤＸ） 593,645 △79,186 758,157 42,295 

合計 5,274,714 1,119,433 6,479,529 1,541,862 

（注）１．売上高は、各セグメントの外部顧客に対する売上高を表しております。 

２．営業利益は、各セグメントの営業利益又は営業損失（△）を表しております。
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（注）文中表記について 

（当社等）

 当社、Adtec Technology,Inc. 、Adtec Europe Limited、Phuc Son Technology Co.,Ltd. 、

Hana Technology Co.,Ltd. 、愛笛科技有限公司及び蘇州啐啄電子有限公司を表しております。

（ＩＤＸ）

 株式会社ＩＤＸを表しております。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の資産合計は9,162,887千円であり、前連結会計年度末と比較して1,409,648千円増

加しております。

 これは、受取手形及び売掛金の増加（286,471千円）、仕掛品の増加（381,711千円）、原材料及び貯蔵品の増加

（670,932千円）等によるものであります。

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は4,186,949千円であり、前連結会計年度末と比較して424,162千円増加

しております。

 これは、買掛金の増加（253,663千円）、短期借入金の増加（383,360千円）、長期借入金の減少（146,206千

円）等によるものであります。

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は4,975,938千円であり、前連結会計年度末と比較して985,486千円増

加しております。

 これは、利益剰余金の増加（1,016,562千円）等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成30年４月13日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

 なお、この度の「平成30年７月豪雨」による当社従業員への人的被害及び当社の本社・工場（広島県福山市）へ

の物的被害はありません。 

 また、今後の当社グループへの業績に及ぼす影響については確認できておりませんが、重大な影響が見込まれる

場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年８月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年５月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,031,349 2,183,099 

受取手形及び売掛金 1,705,799 1,992,271 

製品 425,077 368,442 

仕掛品 478,137 859,848 

原材料及び貯蔵品 1,337,790 2,008,722 

前払費用 64,397 45,915 

繰延税金資産 52,849 58,534 

未収入金 240,312 301,220 

その他 16,174 20,211 

流動資産合計 6,351,889 7,838,265 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 1,508,044 1,124,577 

減価償却累計額 △894,238 △606,004 

建物及び構築物（純額） 613,806 518,573 

車両運搬具 37,437 35,989 

減価償却累計額 △32,985 △32,788 

車両運搬具（純額） 4,451 3,201 

工具、器具及び備品 944,310 1,012,792 

減価償却累計額 △703,381 △749,742 

工具、器具及び備品（純額） 240,928 263,049 

土地 363,670 236,519 

有形固定資産合計 1,222,857 1,021,344 

無形固定資産 69,326 78,547 

投資その他の資産    

投資有価証券 39,453 24,286 

繰延税金資産 － 6,858 

その他 84,166 207,934 

貸倒引当金 △14,455 △14,350 

投資その他の資産合計 109,165 224,730 

固定資産合計 1,401,349 1,324,621 

資産合計 7,753,239 9,162,887 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年８月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年５月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 266,478 520,142 

短期借入金 1,568,640 1,952,000 

1年内償還予定の社債 20,000 10,000 

1年内返済予定の長期借入金 341,514 267,493 

未払金 148,298 173,412 

未払費用 89,497 115,006 

未払法人税等 349,991 278,863 

役員賞与引当金 － 32,467 

その他 33,067 39,881 

流動負債合計 2,817,488 3,389,265 

固定負債    

長期借入金 855,417 709,211 

繰延税金負債 8,259 5,613 

退職給付に係る負債 7,939 9,798 

資産除去債務 66,990 67,864 

その他 6,692 5,196 

固定負債合計 945,298 797,683 

負債合計 3,762,786 4,186,949 

純資産の部    

株主資本    

資本金 835,598 835,598 

資本剰余金 908,160 908,160 

利益剰余金 2,247,029 3,263,591 

自己株式 △447 △447 

株主資本合計 3,990,341 5,006,903 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7,909 2,186 

為替換算調整勘定 △16,886 △45,913 

その他の包括利益累計額合計 △8,977 △43,727 

非支配株主持分 9,088 12,762 

純資産合計 3,990,452 4,975,938 

負債純資産合計 7,753,239 9,162,887 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年９月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年９月１日 
 至 平成30年５月31日) 

売上高 5,274,714 6,479,529 

売上原価 3,038,727 3,640,853 

売上総利益 2,235,986 2,838,675 

販売費及び一般管理費 1,116,992 1,297,168 

営業利益 1,118,993 1,541,507 

営業外収益    

受取利息 972 1,169 

受取配当金 255 245 

為替差益 7,405 － 

受取手数料 8,843 208 

受取家賃 9,520 10,377 

補助金収入 14,700 14,530 

その他 13,020 5,382 

営業外収益合計 54,717 31,912 

営業外費用    

支払利息 18,505 16,003 

為替差損 － 3,487 

減価償却費 5,109 1,365 

その他 6,046 4,532 

営業外費用合計 29,660 25,388 

経常利益 1,144,049 1,548,031 

特別利益    

投資有価証券売却益 6,179 6,306 

特別利益合計 6,179 6,306 

特別損失    

固定資産除却損 9,922 872 

減損損失 － 27,990 

特別損失合計 9,922 28,863 

税金等調整前四半期純利益 1,140,306 1,525,474 

法人税、住民税及び事業税 324,609 458,320 

法人税等調整額 △24,476 △13,171 

法人税等合計 300,132 445,149 

四半期純利益 840,174 1,080,324 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△27,564 3,674 

親会社株主に帰属する四半期純利益 867,738 1,076,649 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年９月１日 

 至 平成29年５月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年９月１日 
 至 平成30年５月31日) 

四半期純利益 840,174 1,080,324 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5,531 △5,722 

為替換算調整勘定 37,881 △29,026 

その他の包括利益合計 43,413 △34,749 

四半期包括利益 883,587 1,045,575 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 911,152 1,041,900 

非支配株主に係る四半期包括利益 △27,564 3,674 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（たな卸資産の評価方法の変更）

 連結財務諸表提出会社は、原材料の評価方法について、従来、月次総平均法による原価法（貸借対照表価額につ

いては収益性の低下による簿価切下げの方法）によっておりましたが、第１四半期連結会計期間から移動平均法に

よる原価法（貸借対照表価額については収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

 この変更は、近年原材料の生産現場への投入が早期化している状況を勘案し、適正なたな卸資産の評価、期間損

益計算を行うため、平成29年９月に実施した基幹システムの変更を契機として評価方法の見直しを行ったものであ

ります。

 当該会計方針の変更は、過去の連結会計年度に関する原材料の評価の算定に必要な受払記録が一部入手困難であ

り、この会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を前連結会計年度において算定することが実務上不可能であ

るため、前連結会計年度末の原材料の帳簿価額を当連結会計年度の期首残高として、期首から将来にわたり移動平

均法を適用しております。

 なお、この変更による影響は軽微であります。

（四半期連結損益計算書に関する注記）

（減損損失）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年９月１日 至 平成29年５月31日）

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年９月１日 至 平成30年５月31日）

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しまし

た。

場所 用途 種類 金額（千円）

栃木県佐野市 売却予定資産 建物及び構築物 27,990

 当社グループは、原則として、事業用資産については報告セグメントを基礎に資産のグルーピングを行って

おります。

 栃木県佐野市の売却予定資産につきましては、売却の意思決定を行ったため、帳簿価額を回収可能価額まで

減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。

 なお、回収可能価額については正味売却価額により測定しており、不動産売却予定額等を基に算定しており

ます。

 当該資産は、平成29年12月に売却済みであります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成28年９月１日 至平成29年５月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
半導体・液晶 
関連事業 

研究機関・大学
関連事業 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注２） 

売上高          

外部顧客への売上高 4,681,068 593,645 5,274,714 － 5,274,714 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

1,936 8,621 10,557 △10,557 － 

計 4,683,005 602,266 5,285,271 △10,557 5,274,714 

セグメント利益又は損

失（△） 
1,198,619 △79,186 1,119,433 △439 1,118,993 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△439千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成29年９月１日 至平成30年５月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

 
半導体・液晶 
関連事業 

研究機関・大学
関連事業 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注２） 

売上高          

外部顧客への売上高 5,721,372 758,157 6,479,529 － 6,479,529 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

13,630 2,205 15,835 △15,835 － 

計 5,735,002 760,362 6,495,364 △15,835 6,479,529 

セグメント利益 1,499,567 42,295 1,541,862 △355 1,541,507 

（注）１．セグメント利益の調整額△355千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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